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『自由の意味』という資料を通して， 

「自由を守るために大切なこと」を考えました！ 

『本当の自由』が何かは分からないけど，自分がそれを理解してあ

げる，分かってあげることで，その人がどのような意味で書いたのか，

言ったのかがよく分かると思う。 

文部科学省資料 

『私たちの道徳』（P.161）より引用 

折角の表現の『自由』も，個人が弾圧するようであれば，それは『不

自由』である。まずは，相手の意見を認め，じっくり考えた後に，自

分の意見をまとめるのが一番の方法だと思う。 

私は，この授業を通して，『自由』は，その状況を取り巻く人みんな

が，人の考えを受け入れることでできるものだと思いました。これか

らは，私も人の意見をたくさん取り入れていきます。 

自身の個性や表現を受け取る自由であり得ない敵をつくらないよう

に，相手の表現の自由や相手の考えを理解する努力が必要だと思う。 

『自由』といっても，制限が有り過ぎては，「自由がある」とは言え

ないし，制限がなさ過ぎても，誰か自由ではない人が出てくる。自分

の考えがあっても，まずは相手の意見を聞かなければいけない。 

『自由』は『好きなことができる』

など，自分たちにとって良いイメージ

がある一方，『人によって言葉の受け取

り方が違う』など，『自由』だからこそ

の難しさがある。外部の圧力などに囚

われない『真実を読みとる力』を養う

ためにはどうすればいいのだろう？ 

人にはそれぞれの考えや意見があるので，ぶつかり合うときもある

けど，そのときは相手や色んな人の意見を聞いて，自分の意見と照ら

し合わせてみようと思った。 

まず，一人一人が他の人の意見を認めてあげたら良いと思う。他の

人の意見も自分の意見も大切だと思うからです。 

人の意見をすぐに炎上させずに，一点の視点から見ずに，色んな視

点から見つめて考え直すことが大切だと思う。 

みんな違う考えを持ち，個性もあるから，捉え方はみんな違うと思

うけど，いちいち言わなくていいと思う。まずは，相手の意見を認め，

考えていることを想像すれば良いと思う。 

人それぞれが豊かな心を持ち，人によってたくさんの意見や考え方

があることを全員が知ることで，自由ができるのではないかと思う。 
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